
　

当
機
構
は
、
内
航
海
運
に
携
わ
る
皆
様

の
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
べ
く
最
新
の

情
報
提
供
の
機
会
と
し
て
、
令
和
３
年
11

月
29
日
（
月
）
に
令
和
３
年
度
内
航
船
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
機
構
の
最

近
の
取
り
組
み
、
船
舶
分
野
に
お
け
る
バ

イ
オ
燃
料
の
活
用
、
多
数
の
低
軌
道
衛
星

を
利
用
し
た
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
構
想
、

走
錨
リ
ス
ク
判
定
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
、

お
よ
び
内
航
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
に
関
す
る
最
新
情
報
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、
今
回
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
会
場
で
の
参
加
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鉄道・運輸機構
共有船舶建造支援部

技術支援課 計画、建造中および竣工後の
テクニカルサポート 045-222-9123

ses1@jrtt.go.jp 045-222-9150技術企画課 技術調査、
新技術の開発および導入の促進 045-222-9124

建造促進課 共有船の建造 045-222-9138

▼セミナーに対するご意見・ご感想、また、セミナーでご紹介した議題、技術支援業務などについてのお問い合わせは下記までご連絡ください。

03J R T T  T O P I C SJ R T T  T O P I C S 共有船舶建造支援部 建造促進課・技術企画課

令和3年度内航船支援セミナーを開催

を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
、

合
わ
せ
て
２
５
０
名
以
上
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
盛
況
を
博
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

定
員
の
関
係
で
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
皆
様
に
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、

次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

当
機
構
は
今
後
も
、
内
航
海
運
に
携
わ

る
皆
様
に
最
新
の
情
報
を
随
時
ご
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

講演内容

講演テーマ：「労働環境改善船」の設備要件
　　　　　見直し案および共有建造制度
                の主な改正点
講演者：鉄道・運輸機構　共有船舶建造支援部　
　　　　担当部長　齋藤　徳篤

講演テーマ：ユーグレナ社バイオ燃料の
              取組について
              ～船舶分野での可能性～
講演者：株式会社ユーグレナ　執行役員
　         エネルギーカンパニー長　尾立　維博氏

講演テーマ：ソフトバンクのNTN※構想
講演者：ソフトバンク株式会社　
　　　　サービス企画技術本部　グローバル通信事業統括部　
　　　　担当部長　押田　祥宏氏
※Non-Terrestial Network：低軌道衛星通信「OneWeb」を含む
　空からの通信

講演テーマ：走錨リスク判定システム
　　　　（錨ing（イカリング））
講演者：国土交通省　海事局　安全政策課　
　　　　課長補佐　深石　晃氏（写真上）
講演者：国立研究開発法人　
　　　　海上・港湾・航空技術研究所　
　　　　海上技術安全研究所　流体性能評価系　
　　　　上席研究員　宮崎　英樹氏（写真下）

講演テーマ：内航カーボンニュートラル
　　　　　推進に向けた検討
講演者：国土交通省　海事局　海洋・環境政策課　
　　　　技術企画室長　河合　崇氏

セミナー会場（機構本社20階　第1・第２会議室）
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